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(57)【要約】
【課題】導光板の光がシートの縁部に反射して直線状に
光る輝線を抑制できる液晶表示装置および電子機器を提
供する。
【解決手段】液晶表示装置１２は、液晶パネル２１の縁
部２１Ｂと、導光板２２の縁部２２Ｄとの間にシート２
５が配置されている。シート２５は、液晶パネル２１側
の第１面２６と、導光板２２側の第２面２７（第１領域
２７Ａおよび第２領域２７Ｂ）とを有する。第１面２６
は、第１領域２７Ａよりも暗色であり、第１領域２７Ａ
は液晶パネル２１および導光板２２の中央部４５とは反
対側に配置されている。さらに、第２領域２７Ｂは、液
晶パネル２１および導光板２２の中央部４５側に配置さ
れるとともに第１領域２７Ａよりも暗色である。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルと、
　前記液晶パネルの裏面側に配置された導光板と、
　前記導光板の端面に向けて配置されたＬＥＤ発光部と、
　前記液晶パネルの裏面における縁部と、前記導光板の前記液晶パネル側の表面における
縁部との間に配置されたシートと、を備え、
　前記シートは、前記液晶パネル側の第１面と、前記第１面の反対にある第２面とを有し
、
　前記第２面は、並列して存在する第１領域と第２領域とを有し、
　前記第１領域は、前記第２領域よりも前記液晶パネルおよび前記導光板の中央部とは反
対側に配置され、
　前記第１面は、前記第１領域よりも暗色であり、
　前記第２領域は、前記第１領域よりも暗色である、
　液晶表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の液晶表示装置であって、
　前記シートは、前記第１面と、前記第２面の第２領域との間に端面を有し、
　前記端面は、前記第２面の第１領域よりも暗色である、
　液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の液晶表示装置であって、
　前記端面は、前記液晶パネルおよび前記導光板の中央部を向く、
　液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項１から請求項３のうちのいずれか１項に記載の液晶表示装置であって、
　前記液晶パネルおよび前記導光板は平面視四角形状であり、
　前記シートは帯状であり、前記液晶パネルおよび前記導光板における互いに平行な２辺
に沿って設けられている、
　液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の液晶表示装置であって、
　前記シートは、前記液晶パネルおよび前記導光板における４辺に沿って設けられている
、
　液晶表示装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のうちのいずれか１項に記載の液晶表示装置であって、
　前記シートは、前記第１面および前記第２面のうちの少なくとも一方に粘着層が設けら
れている、
　液晶表示装置。
【請求項７】
　請求項１から請求項６のうちのいずれか１項に記載の液晶表示装置であって、
　前記導光板および前記ＬＥＤ発光部を収容する枠部を有するホルダを備え、
　前記枠部は、内側に開放された凹部を有し、
　前記導光板は、前記凹部に収容可能な凸部を有し、
　前記第２面の第２領域は、前記凹部または前記凸部に対応する位置には設けられておら
ず、
　前記第２面の第１領域および第２領域は、前記凹部または前記凸部に対応しない位置に
設けられた、
　液晶表示装置。
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【請求項８】
　液晶パネルと、
　前記液晶パネルの裏面側に配置された導光板と、
　前記導光板の端面に向けて配置されたＬＥＤ発光部と、
　前記液晶パネルの裏面における縁部と、前記導光板の前記液晶パネル側の表面における
縁部との間に配置されたシートと、
　前記導光板および前記ＬＥＤ発光部を収容する枠部を有するホルダと、
を備え、
　前記シートは、前記液晶パネル側の第１面と、前記第１面の反対にある第２面とを有し
、
　前記第２面は、並列して存在する第３領域と第４領域とを有し、
　前記第４領域は、前記第３領域よりも暗色であり、
　前記枠部は、内側に開放された凹部を有し、
　前記導光板は、前記凹部に収容可能な凸部を有し、
　前記第２面の第３領域は、前記凹部または前記凸部に対応する位置には設けられ、
　前記第２面の第４領域は、前記凹部または前記凸部に対応しない位置に設けられた、
　液晶表示装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の液晶表示装置であって、
　前記液晶パネルおよび前記導光板は平面視四角形状であり、
　前記シートは帯状であり、前記液晶パネルおよび前記導光板における互いに平行な２辺
に沿って設けられている、
　液晶表示装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の液晶表示装置であって、
　前記シートは、前記液晶パネルおよび前記導光板における４辺に沿って設けられている
、
　液晶表示装置。
【請求項１１】
　請求項８から請求項１０のうちのいずれか１項に記載の液晶表示装置であって、
　前記シートは、前記第１面および前記第２面のうちの少なくとも一方に粘着層が設けら
れている、
　液晶表示装置。
【請求項１２】
　請求項１ないし請求項１１のうちのいずれか１項に記載の液晶表示装置が筐体に収容さ
れた電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ホルダに液晶パネル、導光板、光学シートおよびＬＥＤ発光部が収容され、
液晶パネルの縁部と導光板の縁部との間にシートが配置された液晶表示装置、および液晶
表示装置が収容された電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子機器は筐体の内部に液晶表示装置が収容され、液晶表示装置の導光板が筐体
の底部側に設けられ、導光板の表面側に液晶パネルが設けられている。液晶パネルおよび
導光板は、液晶パネルおよび導光板間に設けられた両面シートで接着されている。
　両面シートの液晶パネル側の第１面が暗色（例えば黒色）に着色された面で、両面シー
トの導光板側の第２面が明色（例えば白色）に着色された面である（特許文献１）。
　両面シートの導光板側の第２面を明色（例えば白）に着色して導光板の光を反射させる
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ことにより、液晶表示装置の輝度ムラを防止できる（特許文献１）。図１４に示した従来
の電子機器には、導光板１０２の両面シート１０１側に光学シート１０７が設けられ、そ
の反対側には反射シート１０８が設けられている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－３１０７０３号公報（段落０００２、段落０００３）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、図１４に示すように、特許文献１の電子機器１００は、両面シート１０１の導
光板１０２側（正確には導光板１０２に設けられた光学シート１０７側）の第２面１０１
Ａが明色（例えば白）に着色された面である。
　このため、導光板１０２の光が第２面１０１Ａの内縁（すなわち、液晶パネル１０３や
導光板１０２の中央部１０４側の縁部）１０１Ｂで矢印Ａ方向に反射し、反射して直線状
に光る輝線が使用者によって斜めから視認されることが考えられる。
【０００５】
　特に、電子機器を大きくせずに液晶パネル１０３の表示面１０３Ａを広げるために、液
晶パネル１０３の周囲を覆う額部１０６が狭額化されることにより、反射して直線状に光
る輝線が使用者によって視認され易くなることが考えられる。
【０００６】
　本発明は、前述した課題を解決するためになされたものであり、その目的は、導光板の
光がシートの縁部に反射して直線状に光る輝線を抑制できる液晶表示装置および電子機器
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の液晶表示装置は、液晶パネルと、前記液晶パネルの裏面側に配置された導光板
と、前記導光板の端面に向けて配置されたＬＥＤ発光部と、前記液晶パネルの裏面におけ
る縁部と、前記導光板の前記液晶パネル側の表面における縁部との間に配置されたシート
と、を備え、前記シートは、前記液晶パネル側の第１面と、前記第１面の反対にある第２
面とを有し、前記第２面は、並列して存在する第１領域と第２領域を有し、前記第１領域
は、前記第２領域よりも前記液晶パネルおよび前記導光板の中央部とは反対側に配置され
、前記第１面は、前記第１領域よりも暗色であり、前記第２領域は、前記第１領域よりも
暗色である。
【０００８】
　シートに液晶パネル側の第１面と、第１面の反対側に第２面とを有する。第２面の第１
領域を第２領域よりも中央部とは反対側に配置し、第２領域を第１領域より暗色とした。
　よって、中央部側に配置された第２領域による導光板の光の反射率を低く抑えることが
できる。これにより、導光板の光が第２領域で反射して直線状に光る輝線として外部に発
光することを抑制できる。
　また、第１面を第１領域よりも暗色、すなわち、第１領域を第１面よりも明色とするこ
とにより導光板の光を好適に反射させて液晶パネルの輝度低下を抑えることができる。
【０００９】
　本発明の液晶表示装置は、前記シートは、前記第１面と、前記第２面の第２領域との間
に端面を有し、前記端面は、前記第２面の第１領域よりも暗色である。
【００１０】
　第１面および第２領域間の端面を第１領域よりも暗色とすることにより、端面の反射率
を低く抑えることができる。これにより、導光板の光がシートの端面に反射して直線状に
光る輝線として外部に発光することを抑制できる。
【００１１】
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　本発明の液晶表示装置は、前記端面は、前記液晶パネルおよび前記導光板の中央部を向
く。
【００１２】
　端面を液晶パネルおよび導光板の中央部に向けることにより、導光板の光がシートの端
面に反射して直線状に光る輝線として中央部側から外部に発光することを抑制できる。
【００１３】
　本発明の液晶表示装置は、前記液晶パネルおよび前記導光板は平面視四角形状であり、
前記シートは帯状であり、前記液晶パネルおよび前記導光板における互いに平行な２辺に
沿って設けられている。
【００１４】
　シートを液晶パネルおよび導光板における互いに平行な２辺に設けることにより、２辺
から反射した光が直線状に光る輝線として外部に発光することを抑制できる。
【００１５】
　本発明の液晶表示装置は、前記シートは、前記液晶パネルおよび前記導光板における４
辺に沿って設けられている。
【００１６】
　シートを液晶パネルおよび導光板における４辺に設けることにより、４辺から反射した
光が直線状に光る輝線として外部に発光することを抑制できる。
【００１７】
　発明の液晶表示装置は、前記シートは、前記第１面および前記第２面のうちの少なくと
も一方に粘着層が設けられている。
【００１８】
　第１面および第２面のうちの少なくとも一方に粘着層を設けた。これにより、シートを
液晶パネルと導光板とのうちの少なくとも一方に粘着層で接着できる。
【００１９】
　発明の液晶表示装置は、前記導光板および前記ＬＥＤ発光部を収容する枠部を有するホ
ルダを備え、前記枠部は、内側に開放された凹部を有し、前記導光板は、前記凹部に収容
可能な凸部を有し、前記第２面の第２領域は、前記凹部または前記凸部に対応する位置に
は設けられておらず、前記第２面の第１領域および第２領域は、前記凹部または前記凸部
に対応しない位置に設けられた。
【００２０】
　ここで、枠部に、内側に開放された凹部を有することにより、導光板の光が凹部に導か
れて液晶パネルの輝度が低下することが考えられる。
　そこで、凹部または凸部に対応する位置に第２領域を設けないようにした。第２領域は
暗色の領域なので、凹部または凸部に対応する位置から暗色の領域を除去できる。
　これにより、導光板の光に対してシートの反射率を高めることができるので液晶パネル
の輝度の低下を抑えることができる。
【００２１】
　発明の液晶表示装置は、液晶パネルと、前記液晶パネルの裏面側に配置された導光板と
、前記導光板の端面に向けて配置されたＬＥＤ発光部と、前記液晶パネルの裏面における
縁部と、前記導光板の前記液晶パネル側の表面における縁部との間に配置されたシートと
、前記導光板および前記ＬＥＤ発光部を収容する枠部を有するホルダと、を備え、前記シ
ートは、前記液晶パネル側の第１面と、前記第１面の反対にある第２面とを有し、前記第
２面は、並列して存在する第３領域と第４領域とを有し、前記第４領域は、前記第３領域
よりも暗色であり、前記枠部は、内側に開放された凹部を有し、前記導光板は、前記凹部
に収容可能な凸部を有し、前記第２面の第３領域は、前記凹部または前記凸部に対応する
位置には設けられ、前記第２面の第４領域は、前記凹部または前記凸部に対応しない位置
に設けられた。
【００２２】
　枠部に凹部を有し、導光板に凸部を有する。さらに、第２面の第４領域を第３領域より
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も暗色とし、凹部または前記凸部に対応する位置に第３領域を設けるようにした。
　よって、凹部または凸部に対応する位置から暗色の領域を除去できる。これにより、導
光板の光をシートの反射率を高めることができるので液晶パネルの輝度の低下を抑えるこ
とができる。
【００２３】
　発明の液晶表示装置は、前記液晶パネルおよび前記導光板は平面視四角形状であり、前
記シートは帯状であり、前記液晶パネルおよび前記導光板における互いに平行な２辺に沿
って設けられている。
【００２４】
　シートを液晶パネルおよび導光板における互いに平行な２辺に設けることにより、２辺
から反射した光が直線状に光る輝線として外部に発光することを抑制できる。
【００２５】
　発明の液晶表示装置は、前記シートは、前記液晶パネルおよび前記導光板における４辺
に沿って設けられている。
【００２６】
　シートを液晶パネルおよび導光板における４辺に設けることにより、４辺から反射した
光が直線状に光る輝線として外部に発光することを抑制できる。
【００２７】
　発明の液晶表示装置は、前記シートは、前記第１面および前記第２面のうちの少なくと
も一方に粘着層が設けられている。
【００２８】
　第１面および第２面のうちの少なくとも一方に粘着層を設けた。これにより、シートを
液晶パネルと導光板とのうちの少なくとも一方に粘着層で接着できる。
【００２９】
　本発明の電子機器は、液晶表示装置が電子機器の筐体に収容されている。
【００３０】
　液晶表示装置を電子機器の筐体に収容することにより、電子機器の内部に設けられた導
光板の光がシートの縁部に反射して液晶パネルや導光板の中央部に発光することを防止で
きる。
【発明の効果】
【００３１】
　本発明の液晶表示装置および電子機器によれば、第２面の第１領域を第２領域よりも中
央部とは反対側に配置し、第２領域を第１領域より暗色とすることにより、導光板の光が
第２領域で反射して直線状に光る輝線として外部に発光することを抑制できる。
　よって、使用者によって直線状に光る輝線を斜めから視認されることを防ぐことができ
る。これにより、特に、液晶パネルの周囲を覆う額部が狭額化されても、使用者によって
直線状に光る輝線を視認され難くできる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明に係る第１実施形態の電子機器を示す斜視図
【図２】図１のＩ－Ｉ線断面図
【図３】図１のＩＩ－ＩＩ線断面図
【図４】第１実施形態の液晶表示装置を示す分解斜視図
【図５】第１実施形態の導光板およびシートの関係を示す平面図
【図６】第１実施形態の導光板およびシートの関係を示す分解斜視図
【図７】（Ａ）は図２のＩＩＩ部拡大図、（Ｂ）は（Ａ）のシートを示す断面図
【図８】（Ａ）は第２実施形態のシートを示す断面図、（Ｂ）は第２実施形態の変形例の
シートを示す断面図
【図９】本発明に係る第３実施形態の電子機器を示す斜視図
【図１０】第３実施形態の液晶表示装置を示す断面図
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【図１１】第３実施形態の導光板およびシートの関係を示す平面図
【図１２】第３実施形態の導光板およびシートの関係を示す分解斜視図
【図１３】第３実施形態の液晶表示装置を示す分解斜視図
【図１４】従来の電子機器を示す断面図
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　以下、本発明の実施形態に係る液晶表示装置および電子機器について図面を参照して説
明する。
【００３４】
（第１実施形態）
　図１に示すように、電子機器１０は、矩形箱状の筐体１１と、筐体１１の内部に収容さ
れた液晶表示装置１２と、液晶表示装置１２を覆う保護カバー１３と、筐体１１の上端に
設けられた発音部１４と、筐体１１の下端に設けられたマイク１５とを備えている。
【００３５】
　筐体１１は、底部１１Ａ（図２も参照）、壁部１１Ｂおよび上部１１Ｃで矩形箱状に形
成され、上部１１Ｃに開口１７が略矩形状に形成されている。開口１７に保護カバー１３
が設けられることにより、保護カバー１３で液晶表示装置１２の液晶パネル２１（図２も
参照）が覆われている。
【００３６】
　図２、図３に示すように、液晶表示装置１２は、液晶パネル２１と、液晶パネル２１の
裏面２１Ａ側に配置された導光板２２と、導光板２２の表面２２Ａに設けられた光学シー
ト２３と、導光板２２の端面２２Ｂに向けて配置されたＬＥＤ発光部２４とを備えている
。
　また、液晶表示装置１２は、液晶パネル２１および光学シート２３間に配置されたシー
ト２５と、液晶パネル２１、導光板２２およびＬＥＤ発光部２４等を収容するホルダ３１
と、導光板２２の裏面２２Ｃに設けられた反射シート３６とを備えている。
【００３７】
　液晶表示装置１２によれば、ＬＥＤ発光部２４から照射された光が導光板２２の端面２
２Ｂを経て導光板２２の内部に導かれる。導光板２２の内部に導かれた光が光学シート２
３に向けて導かれ、光学シート２３に導かれた光が液晶パネル２１に向けて導かれる。液
晶パネル２１に向けて導かれた光が液晶パネル２１および保護カバー１３を経て電子機器
１０の外部に導かれる。
【００３８】
　液晶パネル２１、導光板２２（図６も参照）および光学シート２３は、平面視四角形状
に形成されている。ホルダ３１は、液晶パネル２１、導光板２２、光学シート２３、シー
ト２５およびＬＥＤ発光部２４を収容する枠部３２を有する。
【００３９】
　図４に示すように、枠部３２は、壁部３３および底部３４で断面略Ｌ字状に形成され、
壁部３３に上下方向に延びる凹部３５が設けられている。この凹部３５は枠部３２の内側
に向かって開放されている。
　凹部３５に収容される凸部３８が導光板２２の縁部２２Ｄに設けられている。
【００４０】
　図５、図６に示すように、導光板２２は、平面視四角形状に形成され、一対の長辺の縁
部２２Ｄに凸部３８が設けられている。導光板２２の上方に帯状のシート２５が設けられ
ている。
　シート２５は、導光板２２の４つの辺の縁部２２Ｄに沿って略矩形枠状に形成されてい
る。
【００４１】
　図７に示すように、シート２５は、液晶パネル２１の裏面２１Ａにおける縁部２１Ｂと
、光学シート２３の液晶パネル２１側の表面２３Ａにおける縁部２３Ｂとの間に配置され
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ている。
　ここで、光学シート２３が導光板２２の表面２２Ａ（液晶パネル２１側の面）に設けら
れている。よって、導光板２２の表面２２Ａにおける縁部２２Ｄに光学シート２３を介し
てシート２５が設けられている。
【００４２】
　このシート２５は、略矩形枠の帯状に形成されることにより、液晶パネル２１および導
光板２２における４つの辺３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ、３０Ｄ（図２、図３参照）に設けら
れている。
　図２、図３に示すように、４つの辺３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ、３０Ｄは、液晶パネル２
１および導光板２２における互いに平行な２つの辺（具体的には、短辺側の２つの辺３０
Ａ、３０Ｂ（図２参照）、長辺側の２つの辺３０Ｃ、３０Ｄ（図３参照））で構成されて
いる。ここで、図２では、図１のＩ－Ｉ線に沿った断面により短辺側の２つの辺３０Ａ、
３０Ｂが表れている。また、図３では、図１のＩＩ－ＩＩ線に沿った断面により長辺側の
２つの辺３０Ｃ、３０Ｄが表れている。すなわち、互いに平行な短辺側の２つの辺３０Ａ
、３０Ｂ（図２参照）や、互いに平行な長辺側の２つの辺３０Ｃ、３０Ｄ（図３参照）に
沿ってシート２５が設けられている。
　換言すれば、４つの辺３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ、３０Ｄに沿ってシート２５が設けられ
ている。
【００４３】
　図７に示すように、シート２５は、液晶パネル２１側の第１面２６と、第１面２６の反
対にある第２面２７と、第１面２６および第２面２７（第２領域２７Ｂ）間に設けられた
端面２８と、第１面２６および第２面２７に設けられた粘着層４１、４２とを有する。
【００４４】
　第１面２６に粘着層４１を設けることにより第１面２６を液晶パネル２１の縁部２１Ｂ
に接着させることができる。さらに、第２面２７に粘着層４２を設けることにより第２面
２７を導光板２２の縁部２２Ｄ（具体的には、光学シート２３の縁部２３Ｂ）に接着させ
ることができる。
【００４５】
　第２面２７は、第１領域２７Ａに別のシートを重ねて貼ることにより、並列して存在す
る第１領域２７Ａと第２領域２７Ｂとを有する。すなわち、第１領域２７Ａおよび第２領
域２７Ｂは別のシートで形成されている。
　第１領域２７Ａは、第２領域２７Ｂよりも液晶パネル２１および導光板２２の中央部４
５（図２参照）とは反対側に配置され、第１面２６より明色な領域である。換言すれば、
第１面２６は、第１領域２７Ａよりも暗色な面である。
　第２領域２７Ｂは、端面が液晶パネル２１および導光板２２の中央部４５に対向するよ
うに配置され、第１領域２７Ａよりも暗色な領域である。
【００４６】
　端面２８は、液晶パネル２１および導光板２２の中央部４５を向くように配置され、第
２面２７の第１領域２７Ａよりも暗色な面である。
【００４７】
　ここで、「明色」、「暗色」について説明する。
　「明色」、「暗色」は、「色相」、「彩度」、「明度」のうちの一つが明るければ明色
と定義し、「色相」、「彩度」、「明度」のうちの一つが暗ければ暗色と定義する。さら
には、同色の場合は、光の反射率が高ければ明色と定義し、光の反射率が低ければ暗色と
定義する。
　「明色」、「暗色」は、シートの色を変えることや、シートに塗装をすることにより形
成される。
【００４８】
　図７に示すように、シート２５の第１領域２７Ａを第２領域２７Ｂよりも中央部４５（
図２参照）とは反対側に配置し、第２領域２７Ｂを第１領域２７Ａより暗色とした。
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　よって、中央部４５側に配置された第２領域２７Ｂによる導光板２２の光の反射率を低
く抑えることができる。これにより、導光板２２の光が第２領域２７Ｂで反射して直線状
に光る輝線として電子機器１０の外部に発光することを抑制できる。
【００４９】
　さらに、第１面２６および第２領域２７Ｂ間の端面２８を第１領域２７Ａよりも暗色と
することにより、端面２８の反射率を低く抑えることができる。この端面２８は液晶パネ
ル２１および導光板２２の中央部４５（図２参照）に向けられている。
　これにより、導光板２２の光が端面２８に反射して直線状に光る輝線として中央部４５
側から電子機器１０の外部に発光することを抑制できる。
【００５０】
　よって、使用者によって直線状に光る輝線を電子機器１０の斜めから視認されることを
防ぐことができる。
　これにより、特に、液晶パネル２１の表示面を広げるために、液晶パネル２１の周囲を
覆う額部が狭額化されても、使用者によって直線状に光る輝線を視認され難くできる。
【００５１】
　また、第１面２６が第１領域２７Ａよりも暗色、すなわち、第１領域２７Ａが第１面２
６よりも明色とされている。これにより、導光板２２の光を好適に反射させて液晶パネル
２１の輝度低下を抑えることができる。
【００５２】
　さらに、液晶パネル２１および導光板２２における４つの辺３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ、
３０Ｄ（図２、図３参照）にシート２５が設けられている。
　シート２５を液晶パネル２１および導光板２２における４つの辺３０Ａ、３０Ｂ、３０
Ｃ、３０Ｄに設けることにより、４つの辺３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ、３０Ｄから反射した
光が直線状に光る輝線として電子機器１０の外部に発光することを抑制できる。
【００５３】
　ところで、図４に示すように、枠部３２に内側が開放された凹部３５を有する。このた
め、導光板２２の光が凹部３５に導かれて外部に放射し液晶パネル２１の輝度が低下する
ことが考えられる。
　そこで、第１領域２７Ａのうち、凹部３５、凸部３８に対応しない位置に第２領域２７
Ｂを設け、凹部３５、凸部３８に対応する位置２７Ｃ（図５、図６も参照）には第２領域
２７Ｂを設けないようにした。
【００５４】
　第２領域２７Ｂは暗色の領域なので、凹部３５、凸部３８に対応する位置２７Ｃから暗
色の領域を除去できる。
　これにより、導光板２２の光に対してシート２５の反射率を高めることができるので液
晶パネル２１の輝度の低下を抑えることができる。
【００５５】
　この液晶表示装置１２は電子機器１０の筐体１１に収容されている。これにより、電子
機器１０の内部に設けられた導光板２２の光がシート２５の縁部に反射して液晶パネル２
１や導光板２２の中央部４５（図２参照）側に直線状の輝線として発光することを防止で
きる。
【００５６】
　次に、第２実施形態～第４実施形態を図８～図１４に基づいて説明する。
　なお、第２実施形態～第４実施形態において第１実施形態の電子機器１０と同一類似部
材については同じ符号を付して説明を省略する。
【００５７】
（第２実施形態）
　図８（Ａ）に示すように、第２実施形態のシート６０は、第１実施形態のシート２５の
第２面２７を第２面６２に代えたもので、その他の構成は第１実施形態のシート２５と同
様である。
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　第２面６２は、同一直線状に並列して存在する第１領域６２Ａと第２領域６２Ｂを有す
る。
　第１領域６２Ａは、第２領域６２Ｂよりも液晶パネル２１および導光板２２の中央部４
５とは反対側に配置され、第１面２６より明色な領域である。換言すれば、第１面２６は
、第１領域６２Ａよりも暗色な面である。
【００５８】
　第２領域６２Ｂは、端面が液晶パネル２１および導光板２２の中央部４５に対向するよ
うに配置され、第１領域６２Ａよりも暗色な領域である。
　第１領域６２Ａおよび第２領域６２Ｂに粘着層６３を設けることにより、第１領域６２
Ａおよび第２領域６２Ｂが導光板２２の縁部２２Ｄ（具体的には、光学シート２３の縁部
２３Ｂ）に接着されている。
【００５９】
　第２領域６２Ｂを第１領域６２Ａより暗色とすることにより、中央部４５側に配置され
た第２領域６２Ｂによる導光板２２の光の反射率を低く抑えることができる。
　これにより、導光板２２の光が第２領域６２Ｂで反射して直線状に光る輝線として外部
に発光することを抑制できる。
【００６０】
　また、第１面２６が第１領域６２Ａよりも暗色、すなわち、第１領域６２Ａが第１面２
６よりも明色とされている。これにより、導光板２２の光を好適に反射させて液晶パネル
２１の輝度低下を抑えることができる。
【００６１】
　また、図８（Ｂ）に示した変形例では、図８（Ａ）のシート６０において、第２領域６
２Ｂをなくし、第１面２６の裏面に第２領域６２Ｂの役割をさせている。
【００６２】
（第３実施形態）
　図９に示すように、第３実施形態の電子機器７０は、第１実施形態の液晶表示装置１２
を液晶表示装置７２に代えたもので、その他の構成は第１実施形態の電子機器１０と同様
である。
　図１０に示すように、液晶表示装置７２は、第１実施形態のシート２５をシート７５に
代えたもので、その他の構成は第１実施形態の液晶表示装置１２と同様である。
【００６３】
　図１１、図１２に示すように、シート７５は、導光板２２の４つの辺の縁部２２Ｄに沿
って略矩形枠状に形成されている。
　図１０に示すように、シート７５は、液晶パネル２１側の第１面２６と、第１面２６の
反対にある第２面７７と、第１面２６および第２面７７に設けられた粘着層４１、７９と
を有する。
【００６４】
　第１面２６に粘着層４１を設けることにより第１面２６を液晶パネル２１の縁部２１Ｂ
に接着させることができる。
　さらに、第２面７７（第３領域７７Ａおよび第４領域７７Ｂ）に粘着層７９を設けるこ
とにより、第２面７７を導光板２２の縁部２２Ｄ（具体的には、光学シート２３の縁部２
３Ｂ）に接着させることができる（図１１、図１２も参照）。
【００６５】
　第２面７７は、同一直線状に並列して存在する第３領域７７Ａと第４領域７７Ｂを有す
る。
　第３領域７７Ａは、第４領域７７Ｂよりも液晶パネル２１および導光板２２の中央部４
５とは反対側に配置され、第１面２６より明色な領域である。換言すれば、第１面２６は
、第３領域７７Ａよりも暗色な面である。
　第４領域７７Ｂは、端面が液晶パネル２１および導光板２２の中央部４５に対向するよ
うに配置され、第３領域７７Ａよりも暗色な領域である。
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【００６６】
　第４領域７７Ｂを第３領域７７Ａより暗色とすることにより、中央部４５側に配置され
た第４領域７７Ｂによる導光板２２の光の反射率を低く抑えることができる。
　これにより、導光板２２の光が第４領域７７Ｂで反射して直線状に光る輝線として電子
機器７０（図９参照）の外部に発光することを抑制できる。
【００６７】
　よって、使用者によって直線状に光る輝線を電子機器７０の斜めから視認されることを
防ぐことができる。
　これにより、特に、液晶パネル２１の表示面を広げるために、液晶パネル２１の周囲を
覆う額部が狭額化されても、使用者によって直線状に光る輝線を視認され難くできる。
【００６８】
　また、第１面２６が第３領域７７Ａよりも暗色、すなわち、第３領域７７Ａが第１面２
６よりも明色とされている。これにより、導光板２２の光を好適に反射させて液晶パネル
２１の輝度低下を抑えることができる。
【００６９】
　さらに、液晶パネル２１および導光板２２における４つの辺３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ、
３０Ｄ（図２、図３参照）にシート７５が設けられている。
　シート７５を液晶パネル２１および導光板２２における４つの辺３０Ａ、３０Ｂ、３０
Ｃ、３０Ｄに設けることにより、４つの辺３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ、３０Ｄから反射した
光が直線状に光る輝線として電子機器７０の外部に発光することを抑制できる。
【００７０】
　ところで、図１３に示すように、枠部３２に液晶パネル２１側が開放された凹部３５を
有する。このため、導光板２２の光が凹部３５に導かれて外部に放射し液晶パネル２１の
輝度が低下することが考えられる。
　そこで、第２面７７のうち、凹部３５、凸部３８に対応する位置７７Ｃに第３領域７７
Ａを設け、凹部３５、凸部３８に対応しない位置に第４領域７７Ｂを設けるようにした。
【００７１】
　第４領域７７Ｂは暗色の領域なので、凹部３５、凸部３８に対応する位置７７Ｃから暗
色の領域を除去できる。
　これにより、導光板２２の光に対してシート７５の反射率を高めることができるので液
晶パネル２１の輝度の低下を抑えることができる。
【００７２】
　なお、本発明に係る液晶表示装置および電子機器は、前述した実施形態に限定されるも
のではなく適宜変更、改良等が可能である。
　例えば、前記第１実施形態～第３実施形態では、液晶パネル２１および導光板２２、に
おける４つの辺にシート２５、６０、７５を設けた例について説明したが、これに限らな
い。例えば、長辺側の２つの辺または短辺側の２つの辺にシート２５、６０、７５を設け
ることも可能である。
　これにより、長辺側の２つの辺または短辺側の２つの辺から光が液晶パネル２１および
導光板２２、の中央部４５側を経て外部に発光することを防止できる。
【００７３】
　また、前記第１実施形態～第３実施形態では、第１面２６および第２面２７、７７に粘
着層を設けた例について説明したが、これに限らないで、第１面２６および第２面２７、
７７のうちの少なくとも一方に粘着層を設けることも可能である。
【００７４】
　さらに、前記第１実施形態～第３実施形態で使用した電子機器、筐体、液晶パネル、導
光板、ＬＥＤ発光部、シート、ホルダ、枠部、凹部および凸部等の形状や構成は例示した
ものに限定するものではなく適宜変更が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
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　本発明は、ホルダに液晶パネル、導光板およびＬＥＤ発光部が収容され、液晶パネルの
縁部と導光板の縁部との間にシートが配置された液晶表示装置への適用や、液晶表示装置
が収容された電子機器への適用に好適である。
【符号の説明】
【００７６】
　１０、７０、１００　電子機器
　１１　筐体
　１１Ａ　底部
　１１Ｂ　壁部
　１１Ｃ　上部
　１２、７２　液晶表示装置
　１３　保護カバー
　１４　発音部
　１５　マイク
　１７　開口
　２１、１０３　液晶パネル
　１０３Ａ　液晶パネル１０３の表示面
　２１Ａ　裏面（液晶パネルの裏面）
　２１Ｂ　縁部（液晶パネルの縁部）
　２２、１０２　導光板
　２２Ａ　表面（導光板の表面）
　２２Ｂ　端面（導光板の端面）
　２２Ｃ　導光板の裏面
　２２Ｄ　縁部（導光板の縁部）
　２３、１０７　光学シート
　２３Ａ　光学シートの液晶パネル側の表面
　２３Ｂ　光学シートの縁部
　２４　ＬＥＤ発光部
　２５、６０、７５　シート
　２６　第１面
　２７、６２、７７、１０１Ａ　第２面
　１０１Ｂ　第２面１０１Ａの内縁
　２７Ａ、６２Ａ　第１領域
　２７Ｂ、６２Ｂ　第２領域
　２７Ｃ、７７Ｃ　対応する位置
　７７Ａ　第３領域
　７７Ｂ　第４領域
　２８　端面（シートの端面）
　３０Ａ、３０Ｂ、３０Ｃ、３０Ｄ　辺
　３１　ホルダ
　３２　枠部
　３３　壁部
　３４　底部
　３５　凹部
　３６、１０８　反射シート
　３８　凸部
　４１、４２、６３、７９　粘着層
　４５、１０４　中央部
　１０１　両面シート
　１０６　額部
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　１０７　光学シート
　１０８　反射シート

【図１】 【図２】
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【図１３】 【図１４】
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